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者によるセルフケアをすすめるとともに職場環境の
改善をすすめるというものである3）4）。
ストレスチェックは質問票を用いて行うこととさ
れており、調査項目には「ストレスの原因」「スト
レスによる心身の自覚症状」「労働者に対する周囲
のサポート」を含む必要があり、厚生労働省による
「ストレスチェック制度実施マニュアル」5）において
は旧労働省委託研究において開発された「職業性簡
易ストレス調査票（57項目版）」の使用が推奨され
ている。高ストレス者を判定する方法（基準点等）は、
「実施者の意見及び衛生委員会等での調査審議を踏
まえて、事業者が決定する」ことができ、同マニュ
アルにおいて計算の方法および目安となる点数等の

は じ め に

事業場におけるメンタルヘルス関連疾患による休
職者の増加や精神障害による労災認定件数の増加等
に見られるように、メンタルヘルス対策の重要性が
益々高まっている1）2）。労働安全衛生法の改正によ
り、常時 50人以上の労働者が働く事業場では年に
一度、心理的な負担の程度を把握するための検査（ス
トレスチェック）を実施することが事業者に義務付
けられ、平成 27年 12月より施行された。このスト
レスチェック制度はメンタルヘルスの一次予防を主
目的とするもので、高ストレス者に対して希望に応
じて医師の面談の機会を提供することによって労働
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【要旨】　労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度の高ストレス者割合について多業種を含む大規
模集団のデータを用いて調べ、高ストレスの関連要因を職種別に検討すること目的とした。
　対象者は 2016年に某健診機関を通じて職業性ストレス簡易調査票（57項目版）を用いたストレス
チェックを受検した 69,805名である。高ストレスの判定は厚生労働省のマニュアルの素点換算表を用
いる方法にて実施した。職種ごとの高ストレス判定に関連する要因の検討は、高ストレス判定の有無を
従属変数、個人・職業要因を独立変数とするロジスティック回帰分析を実施した。
　高ストレス者は全体で 13.3%であり、全ての職種で役職と超過勤務時間が高ストレス判定と関連し
ていた。超過勤務時間は、全ての職種で量反応関係が見られた。ストレスチェック制度における高スト
レス者対策として職種を問わず超過勤務時間の縮減が重要であることが示唆された。
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基準が示されている。この点数はストレスチェック
制度導入前に職業性簡易ストレス調査票を用いて実
施された調査データを参考に、およそ 10%の労働
者が高ストレス者と判定される点数を目安に設定さ
れたものだが、疾病休業に対する予測的妥当性を有
することも検証されている5）。
制度導入後、各企業でストレスチェックが実施さ
れ、その結果をもとにした対策が検討されつつある。
効果的な対策を立てるにあたり、先ずは自社社員に
おいて高ストレスと判定される者の割合が高いのか
どうかが重要である。しかし、高ストレス者の割合
は性、年齢、職種等の属性によって異なることが予
想される。このため、各企業においてストレスチェッ
クの結果が集計されても、それをどのように評価す
ればよいのか、その判断に困難をきたす場合が少な
くない。このことより、性、年齢、職種といった属
性別に参照データとなりうる高ストレス者割合の数
値が求められている。さらに、どのような個人要因
が高ストレス判定と関連しているのかを明らかにす
ることで、特に介入が必要なハイリスクグループを
特定し、対策を立てることも可能となる。
そこで、本研究では健診機関が収集した大規模
データを用いて、ストレスチェックの結果を検討し、
性、年代および就業に関する様々な要因別に高スト
レス者の割合を報告し、職種別に高ストレス判定と
関連する要因を明らかにすることとした。

研究材料および方法

1.　研究デザイン
横断研究である。
2.　対象者
平成 27年 12月 1日から平成 28年 11月 31日の
間に公益財団法人パブリックヘルスリサーチセン
ターが委託を受けてストレスチェックを実施した企
業・団体は 117で、対象者は 95,004人であった。
このうち、結果の研究活用に同意の得られなかった
者 5,528人、50人未満の企業に属する者 855人、派
遣労働者 2,275人、分析に必要なデータに欠損のあ
る者 16,541名を分析対象から除外した 69,805人を
本研究の対象とした。

3.　調査方法および評価項目
ストレスチェック実施時にウェブ上、あるいは調
査票を用いて調査した。

1）　職業性ストレス
職業性ストレスは職業性ストレス簡易調査票 7）

を用いて測定した。この調査票は、旧労働省の委託
研究により日本で開発された産業保健現場で労働者
のストレスを簡便に測定・評価することが可能なも
ので、ストレスチェック制度においても使用するこ
とが推奨されている。調査票は 57項目からなり、4
件法で回答するものである。この調査票を用いた場
合の高ストレス者の判定として、厚生労働省による
「ストレスチェック制度実施マニュアル」における
「素点換算表を使う方法」を用いた5）。すなわち、
調査票の各質問項目への回答から尺度得点を算出
し、その尺度得点を素点換算表により尺度ごとの 5 
段階評価（1～5点、点数が低いほど高ストレスと
みなす）に換算し、その評価点の合計点を基準に用
いた。「心身のストレス反応」（29項目）の 6尺度
の合計点が 12点以下である者、および「仕事のス
トレス要因」9尺度及び「周囲のサポート」の 3尺
度の計 12尺度について合計点が 26点以下であって
かつ「心身のストレス反応」の 6尺度の合計点が
17点以下である者を高ストレスとした。

2）　個人要因・就業に関する要因
性別、年齢、職種、雇用形態、役職、勤務形態、
超過勤務時間、企業規模および業種を評価した。職
種は営業職、専門技術職、事務職、生産工程職、運
輸、その他を選択肢とし、この中から一つを選ばせ
た。雇用形態は正社員、派遣社員、契約書・嘱託、
臨時雇用・パート・アルバイト、その他の選択肢か
ら、役職は、部長クラス以上、課長クラス、一般、
その他、から、勤務形態は一般、裁量、フレックス、
深夜なしの交替制、深夜ありの交替制、その他から
選ばせた。超過勤務時間は 20時間未満から 140時
間以上まで 10時間毎の選択肢から 1つを選ばせ、
20時間未満、20～39時間、40～59時間、60時間以
上の 4群に分類した。対象者個人が所属する事業場
の企業規模を把握し、所属企業の業種を日本標準産
業分類（大分類）に従って分類した。

4.　統計解析
はじめに、対象者が所属する企業・団体の特徴を
明らかにする目的で業種と企業規模のクロス集計を
行った。
次に、全対象者、および職種別に、性別、年代、
雇用形態、役職、勤務形態、超過勤務時間の各々カ
テゴリーごとの高ストレス者の割合を算出した。さ
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らに男女に分けて職種別の高ストレス者割合を算出
した。
さらに、性別、年齢、雇用形態、役職、勤務形態、
超過勤務時間別を独立変数、高ストレス判定を従属
変数として、多変量ロジスティック回帰分析を用い
てオッズ比及び 95%信頼区間を算出した。独立変
数および企業規模と業種はすべて同時に投入した。
はじめに全対象者について分析した後、職種別の分
析、さらに男女に分けた分析を行った。統計学的有
意水準は 5%未満とし、分析には StataVer15.0を用
いた。

5.　倫理的配慮
本研究は、対象者個別にデータの学術利用につい
て同意を得て行った。また、東京医科大学医学倫理
委員会の承認を得て実施した（承認番号 2016-

166）。

結　　　果

対象者のフローを Fig. 1に示す。ストレスチェッ
クを実施した 117企業・団体の社員・職員 95,004
名のうち、データの研究活用に同意が得られなかっ
た者、派遣労働者、50名未満の企業に勤務する労
働者、分析に必要な項目に欠損が見られた者を除外

した 69,805名を分析の対象とした。117企業・団体
の業種および従業員数の内訳は Table 1に示す通り
である。
分析対象者は男性が 67%（平均年齢 44.2±10.8歳）、
女性が 33%（平均年齢 42.4±11.0歳）であった。対
象者全体および職種別の性別、年代、および就業に
関する様々な要因別の高ストレス者の割合を Table 
2-1に、同様の分析を男女別に行った結果について
男性を Table 2-2に、女性を Table 2-3に示す。高ス
トレスと判定された者は全体で 13.3%であり、性
別には男性 12.5%、女性 15.0%であった。高ストレ
スと判定される者が多かった職種は、男性では生産
工程職（14.0%）、女性では営業職（18.1%）だった。
また、高ストレスと判定される者が多かった要因は、
男性では年齢・30歳代と 40歳代（各々 14.0%）、
雇用形態・正社員（12.7%）、役職・一般職（13.5%）、
勤務形態・交替制（深夜あり）（14.3%）、超過勤務・
60時間/月以上（17.5%）だった。女性でも高スト
レス判定割合の高い個人要因の特徴は男性と同様で
あった。男性について職種別に個人要因と高ストレ
ス者割合の関連を検討したところ、年代に関しては
異なる様相がみられ、営業職、事務職、生産工程職
では 30歳代で高ストレス者の割合が多かったが、

n = 95,004 Participants undergoing the stress check between December 2015 and November 
2016 through Public Health Research Center.

n = 89,476 Participants in agreement with use of personal data for research

n = 69,805 Participants in analyses （total number of companies: 117）  

Non-agreement to use of personal data for research

 Workers belonging to workplaces with less than 50
employees (n = 855)

 Temporary workers (n = 2,275)

 Missing data (n = 16,541)

n = 5,528

n = 19,671

Fig. 1　Flow chart of study participants
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専門技術職では 20歳代以下で高ストレス者割合が
高かった。女性の職種別検討でも、同様に専門技術
職では 20歳代以下で高ストレス者が多かった。女
性ではその他に生産工程職も 20歳代以下で高スト
レス者が高かった。
次に多変量解析の結果を示す。全体（Table 3-1）
で高ストレス判定のオッズ比を計算したところ、有
意な関連が認められたのは、女性（オッズ比 1.26 : 
95%信頼区間 1.19-1.33）、年齢 40歳代（1.19 : 1.11-

1.28）と 60歳代以上（0.39 : 0.33-0.46）、雇用形態
が契約社員・嘱託（0.90 : 0.83-0.97）、臨時雇用・パー
ト（0.83 : 0.74-0.93）、役職が課長クラス（0.59 : 
0.54-0.64）、部長クラス以上（0.41 : 0.34-0.49）、勤
務形態が交替制（深夜あり）（1.48 : 1.37-1.60）、超
過勤務時間が 20-39時間未満（1.40 : 1.32-1.48）、
40-59時間未満（1.98 : 1.84-2.14）、60時間以上（2.71 : 
2.47-2.97）であった。また、高ストレス判定と就業
に関する要因との関連は職種によって異なったが、
全ての職種に共通して関連が認められたのは、役職
と超過勤務時間であった。すなわち、職位の低い者、
超過勤務時間の長い者に高ストレス者が有意に多
かった。超過勤務時間と高ストレス判定との間には
全ての職種において量反応関係が認められ、超過勤
務が長時間であるほど高ストレス者と判定される
オッズ比が大きかった。このほか、専門技術職では

勤務形態との関連が見られ、全体でみられたように
交替制（深夜あり）のオッズ比が 1.57（95%CI : 
1.33-1.87）と高かったことに加え、フレックス勤務
（1.23 : 1.04-1.45）でも有意にオッズ比が高かった。
また、事務職では雇用形態との関連が見られ、契約
社員・嘱託（0.77 : 0.69-0.86）および臨時雇用・ア
ルバイト（0.67 : 0.56-0.80）は高ストレスと判定さ
れるオッズ比が低かった。男性の検討（Table 3-2）
では、全体とほぼ同様に、いずれの職種でも役職（課
長クラス、部長クラス）と超過勤務時間（営業職と
専門技術職では 40～59時間、60時間以上、事務職
と生産工程職では 20～39時間、40～59時間、60時
間以上）で高ストレスのオッズ比が高かった。女性
（Table 3-3）でも専門技術職と事務職で超過勤務時
間の長さと高ストレス判定の有意な関連があり、量
反応関係が認められた。

考　　　察

1.　主要な知見
本研究では労働者 69,805名のストレスチェック
の結果を分析し、素点換算表を用いた判定により
13.3%が高ストレス者と判定されたが、高ストレス
者の割合は、性別、さらには職種、雇用形態、超過
勤務時間等の仕事の状況によって異なった。ストレ
スチェック制度においては、職場ごとの集団分析を

Table 1　Industry and company size of study participants’ workplace

Industry
Company size （Number of employees）

Number
50～99 100～299 300～999 1,000～2,999 >= 3,000

Construction  2 – 2 – 1 5
Manufacturing 16 15 5 2 2 40
Electricity, gas, heat supply, water supply x  3 – – – – 3
Information and communication  2  3 – 1 – 6
Transportation industry · Postal service  3  4 – – – 7
Wholesale/Retail  1  3 1 1 – 6
Finance · insurance  1 – 1 – – 2
Real estate · goods rental business  1 – – – – 1
Academic research · professional · technical service  2  1 – – – 3
Accommodation/Food service –  1 1 – – 2
Lifestyle related services/entertainment –  1 – – – 1
Education and learning support  1  1 – 1 – 3
Medical/welfare  5  6 4 2 – 17
Composite service business –  1 – – – 1
Service staff （not classified elsewhere）  5  3 3 – 1 12
Public institutional staff –  5 1 1 1 8

Total 42 44 18 8 5 117
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行ったうえで必要な対策をとることが推奨されてお
り、高ストレス者割合は集団分析の貴重な情報とな
りうる。多くの企業では、同一企業、あるいは事業
場内の部署間の比較を行っているにとどまっている
が、類似した属性を持つ他集団の高ストレス者割合
との比較は有用な情報をもたらすことから、本研究
の結果は意義があると考えられる。また、高ストレ
ス判定に関連する就業上の要因を分析したところ、
全ての職種に共通して職位の低い者および超過勤務
時間の長い者で高ストレス者が多かった。このこと
より、いずれの職種においても、役職者よりも一般
の労働者、および超過勤務時間の長い者に対するメ
ンタルヘルス対策が重要であることが示唆される。

2.　高ストレス割合に関する先行研究との比較
厚生労働省によるストレスチェック制度のマニュ
アルに掲載されている判定基準は、高ストレスと判
定される者の割合が制度運用上の観点からおおよそ
10%程度になることを目途に設定されたもの8）だ
が、この基準によって判定される高ストレス者の割
合は本研究では 10%よりやや多い 13.3%であった。
これまでのところ、大規模かつ多業種を含んだ労働
者集団を対象として高ストレス者割合を報告した研
究は少ない。全国労働衛生団体連合会は所属する
94機関でストレスチェックを受検した約 227万人
について、マニュアルに掲載されているもう一方の
判定方法による高ストレス者割合が 12.3%（男
性 : 11.9%、女性 : 13.0%）であったことを報告し
ている。対象集団の業種や職種によって高ストレス
者の割合は異なることが考えられるため、全国労働
衛生団体連合会の報告では示されていない、本研究
で実施したような職種別の検討は重要と考えられ
る。

3.　単変量解析結果
単変量解析で高ストレス者の割合が高かった集団
は、女性、20-40歳代、役職・一般（職位が低い者）、
交替制勤務の者、月当たり超過勤務時間が 20時間
の者であった。このような高ストレス者の特徴は、
男女あるいは各職種においておおよそ共通する特徴
であった。この結果から、特にこのような集団に対
してメンタルヘルス対策を重点的に行うことが重要
であり、各集団別の対処、特にストレス要因への方
策を提供していく必要ある。職業性ストレス簡易調
査票を用いた高ストレス判定は、予防的措置を目的
としたものであり疾病等のスクリーニングを目的と

したものではないが、特に 40歳代は就業者におけ
る自殺者数が最も多い年代であり9）、制度で提供さ
れている医師面接がゲートキーパー的役割を果たす
可能性もあるかもしれない。
しかし結果の解釈にあたっては、健康労働者効果
の影響も考慮する必要がある。すなわち、高度のメ
ンタルヘルス不調者は退職していたり、就業してい
なかったり、あるいは調査に協力しなかった可能性
などが考えられる。性別では、女性に高ストレス者
が多く男性と 2.5%の乖離があった。この理由とし
て、例えば、女性の方がより率直に愁訴を訴えると
いった回答傾向があるのかもしれない。雇用形態で
は、男女ともに雇用の不安定性がある臨時雇用・パー
トで高ストレス者が少なかった。これについては日
本人の全国代表サンプルを対象に行った先行研究に
おいて、男性のパートタイム労働者、女性の臨時雇
用/契約社員で精神健康度が不良であったという報
告とは異なっている10）。この理由としては、本研究
結果において選択バイアスが働いていた可能性が考
えられるかもしれない。すなわち、本研究の対象者
は、臨時雇用・パート労働者の中でも、健康管理体
制の比較的整った事業場に勤務し、より整った労働
環境で働く者が多かった可能性である。また、臨時
雇用・パート労働者はその世帯内で他に主たる収入
源を持っている者が多く含まれている可能性があ
り、ストレスの小さな職場を選択しているのかもし
れない。
本研究では、性別、年代別、あるいは雇用形態、
役職といった属性別の高ストレス者の割合を、職種
ごとに報告した。様々な要因によって高ストレス者
の割合は有意に異なるため、職場における集団分析
等で高ストレス者の割合を算出した際には、集団の
特性を考慮した上で、高ストレス者が多いかどうか
を考える必要がある。本研究で報告した数値は比較
的大規模なデータを分析した結果であり、高ストレ
ス者の割合の参照値として有用と考えられる。しか
し高ストレス者割合の算出にあたっては、分析対象
者数が必ずしも多くはない集団も存在したことにも
注意する必要があり、今後さらに対象者数を増やし
た検討も必要である。

4.　 多変量解析結果 : 高ストレス判定に関連する
要因

最後に多変量解析によって、高ストレス者の割合
が高い集団の特徴を分析したところ、各職種に共通

11
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した特徴として、役職・一般（職位が低いこと）と
超過勤務時間が長いことが挙げられた。超過勤務時
間と高ストレス判定との関連には量反応関係が認め
られ、超過勤務時間が長いほど高ストレスと判定さ
れる者が多かった。参照集団を 20時間/月未満とし
た分析において 20-40時間/月未満でも有意に高い
オッズ比が認められた。超過勤務時間については、
企業では一般に 45時間/月以上を基準として対策が
取られているが、20時間/月以上という比較的少な
い超過勤務時間であっても高ストレスとの有意な関
連が認められたことは興味深い。本結果は長時間労
働を対象として労働者の健康管理対策を行うことの
重要性を示しており、国の対策を支持する結果であ
ると同時に、現在、過重労働による健康障害の対策
において時間外労働時間が 45時間以上を対象とし
ている11）が、超過勤務時間が 45時間未満だから問
題が無いということではなく、可能な限り超過の労
働時間を縮減することの重要性を示唆している。
さらに、男女ともに雇用形態について交替制（夜
勤あり）が高ストレス判定と関連していたことに加
え、専門技術職においてフレックスが男性、女性と
もに高ストレスと関連していたことには注意が必要
かもしれない。フレックスタイム労働と労働者の健
康について検討したシステマティックレビュー 12）

では、フレックスタイムは労働者の裁量を高め選択
肢を多くすることから健康に一時的に良い影響をも
たらすと結論付けている。本研究の専門技術職にお
いて、フレックスが高ストレスと関連した理由は不
明であるが、フレックス勤務を提供している事業場
の背景などが影響した可能性も考えられ、さらに対
象事業場を増やすなどして勤務形態に関するより詳
細な検討を行う必要があると考えられる。

5.　本研究の限界点
本研究の解釈にあたっては、以下のような限界点
を考慮する必要がある。はじめに、本研究は比較的
大規模な集団を対象としたものだが、対象とした企
業は 117社であり、対象者が十分数確保できないと
いう理由で業種別の分析は行えなかった。業種ごと
にストレス反応得点に差があることは報告されてお
り13）、今後はより代表性の高い大規模集団での分析
が必要である。2つめに、高ストレス判定におよぼ
す可能性のある要因の検討において、調整できてい
ない要因がある点が挙げられる。多変量解析におい
て職階や雇用形態を調整しているものの、労働者個

人の気質14）や収入15）などが高ストレス者と判定さ
れる状況に関係している可能性がある。また、本研
究は横断研究であり、因果関係に言及できるもので
はない。因果への言及には縦断研究が必要である。

6.　本研究の特筆すべき点
以上のような限界はあるものの、ストレスチェッ
ク制度が開始され制度のさらなる有効活用が求めら
れていることより、比較的高い回答率から得られた
大規模なデータを用いて、属性、就業に関する個人
要因、職種別に高ストレス者の割合を報告したこと
は有意義であり、現在職域で行われているストレス
チェック制度の事業場内でのさらなる展開のために
参考となるデータである。また、高ストレスの要因
として超過勤務時間との量反応関係が認められたこ
とは過重労働対策の合理性を指示する結果であり、
従来より行われてきた過重労働対策と平行してスト
レスチェック制度を有効に活用し、包括的なストレ
ス対策を行っていくことの重要性を示しているもの
と考えられる。

結　　　論

・労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度に
おいて、職種別に高ストレスと判定される者の割
合を示した。
・高ストレス判定と関連する要因は、各職種に共通
して職位が低いことと超過勤務時間が長いことで
あった。
・超過勤務時間と高ストレス判定との関連には量反
応関係が認められ、超過勤務時間が長いほど高ス
トレスと判定される者が多く、メンタルヘルス対
策として超過勤務時間を短くすることが重要と考
えられた。

COI申告の開示

COI（Conflict of interest）開示 : 本論文発表内容
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Abstract

　　The aim of this study was to clarify stress profiles among workers within various job categories based on the results of the 
mandatory Stress Check Program implemented under the Industrial Health and Safety Law of Japan.
　　The participants comprised 69,805 workers who answered the Brief Job Stress Questionnaire provided by a medical exami-
nation agency in 2016.　This questionnaire consists of 57 items for evaluation of stress.　A high level of stress was determined 
using the conversion table method recommended in the stress check manual issued by the Ministry of Health and Labor of Japan.　
Logistic regression analyses by occupation were used to investigate factors related to a high level of stress.　A high stress pro-
file was used as an independent variable, with personal and work-related profiles as dependent variables.　The prevalence of 
workers with a high stress profile was 13.3% among all responders.
　　Job class and overtime work hours were both significantly related to a high stress profile in every occupation.　Overtime 
work hours, in particular, showed a close relationship with prevalence of high stress in every occupation.　In conclusion, the 
present results indicate the importance of decreasing overtime working hours among workers showing a high stress profile under 
the stress check program, regardless of occupation.

〈Key words〉: Stress check program, Mental health, Occupation, High stress judgement


